
【保護者等】令和７年度学校評価アンケート結果＜令和６年度との比較＞ 

 

・実施期間 

 令和７年 12 月５日（金）～12 月 12 日（金） 

 

※Ａ：あてはまる Ｂ：ややあてはまる Ｃ：あまりあてはまらない Ｄ：まったく

あてはまらない 

令和７年度 令和６年度 

◆全体回答者数・回答率 

13 名・72％ 

◆所属別回答者数・回答率 

幼小学部 ３名・75％、中学部 ５名・

100％、 

高等部普通科 ５名・55％ 

◆全体回答者数・回答率 

11 名・57％ 

◆所属別回答者数・回答率 

幼小学部 ２名・50％、中学部 ７名・

87％、 

高等部普通科 ２名・33％ 

１ 子どもは、学校で良好な人間関係を築き、

思いやりの心を持って行動している。 

Ａ：12  Ｂ：１   Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：11  Ｂ：0   Ｃ：0   Ｄ：0 

２ 教職員は、一人一人の子どもの実態や目

標、課題に応じて、指導方法や教材教具を工夫

した学習指導をしている。 

Ａ：11  Ｂ：２  Ｃ：0  Ｄ：0 

 

 

 

Ａ：８  Ｂ：２  Ｃ：１  Ｄ：0 

３ 学校は、授業や学校生活の中で、ＩＣＴ機

器（タブレット端末、パソコン、点字電子手帳

等）の活用を推進しようとしている。 

Ａ：10  Ｂ：２  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

 

Ａ：９  Ｂ：１  Ｃ：0   Ｄ：0 

４ キャリア教育、進路指導等に関する質問で

す。 

〈小学部の保護者等の方へ〉 

学校は、子どもの将来を見据え、発達段階に応 

じた教育活動に取り組んでいる。 

〈中学部、高等部の保護者等の方へ〉 

学校は、子どもの卒業後の進路実現に向け、必 

要な情報提供や進路指導を計画的に行ってい

る。 

Ａ：10  Ｂ：２  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：６  Ｂ：３  Ｃ：0   Ｄ：0 



５ 教職員は、子どもの人権に配慮した指導･

支援を行っている。 

Ａ：12  Ｂ：１  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：８  Ｂ：１  Ｃ：２  Ｄ：0 

６ 他の盲学校や地域の学校等との交流及び共

同学習は、対面・オンライン等いずれも、子ど

もの実態に応じた内容や方法で実施されてい

る。 

Ａ：10  Ｂ：３  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

 

 

Ａ：８  Ｂ：３  Ｃ：0   Ｄ：0 

７ 学校は、健康や安全、衛生に係る指導を適

切に行っている。 

Ａ：11  Ｂ：２  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：７  Ｂ：３  Ｃ：１  Ｄ：0 

８ 学校には、視覚障害教育に適した施設設備

が整備されている。 

Ａ：12  Ｂ：１  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：９  Ｂ：２  Ｃ：0   Ｄ：0 

９ 学校は、火災や地震等に対する防災教育や

防災対策を適切に実施している。 

Ａ：13   Ｂ：0   Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：10   Ｂ：１  Ｃ：0   Ｄ：0 

10 教職員は、「個別の教育支援計画」の作成

にあたり、保護者等と話し合う中で、指導目標

や指導計画等をわかりやすく伝えている。 

Ａ：12  Ｂ：１  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

 

Ａ：７  Ｂ：４  Ｃ：0   Ｄ：0 

11 教職員は、子どもの教育に関する相談に

適切に応じている。 

Ａ：13  Ｂ：0   Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：７  Ｂ：３  Ｃ：１  Ｄ：0 

12 教職員は、子どもの学校での様子につい

て、日頃から家庭と情報を共有できている。 

Ａ：13  Ｂ：0   Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

Ａ：７  Ｂ：４  Ｃ：0   Ｄ：0 

13 学校は、保護者等や学校関係者に、たよ

りやホームページ等を通じて、学習の様子や行

事等をわかりやすく紹介している。 

Ａ：10  Ｂ：３  Ｃ：0   Ｄ：0 

 

 

 

Ａ：９  Ｂ：２  Ｃ：0   Ｄ：0 



14 意見等 

 

14 意見等 

・行事予定の保護者周知に関わる要望 

 

保護者アンケートについて 

 

１ 概要 

  全 13 項目の全ての項目でＡまたはＢと評価。 

① 学校生活（人間関係・思いやり） 

② 学習指導 

③ 情報教育（ＩＣＴ活用） 

④ キャリア教育・進路指導 

⑤ 人権 

⑥ 交流及び共同学習 

⑦ 健康安全指導 

⑧ 施設設備 

⑨ 防災（教育・対策） 

⑩ 個別の教育支援計画 

⑪ 相談 

⑫ 保護者連携 

⑬ 広報（たより・ＨＰ） 

  

特に⑨､⑪､⑫については回答者全てがＡ評価であった。1 名のＢ評価を除いた 12

名がＡ評価としたものが①、⑤、⑧、⑩の 4 項目であった。前年度はＣ評価の合計

数が５であったところが今回は０となり、大きな改善が見られた。 

   

２ 今後に向けて 

  よい評価をいただいた項目については、次年度も慢心することなく引き継ぐとと

もに、更に改善点はないかを問い直し、幼児児童生徒のための盲学校づくりに職員

一丸となって努力を続ける。 

  


